
質問回答  
2020年 5月 15日（下記 3 を追記） 

2020年 5月 12日 

 

「全世界 2020 年度一般文化無償資金協力機材計画調査（イラク）」（公示日：2020 年 4 月 22 日／調達管理番号：20a00052）の

企画競争説明書等に関する質問と回答は以下のとおりです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 企画競争説明書 p.22 

第４ 業務実施上の条件 

４．経費の扱い 

（１）案件管理に関する経費 

①警備及び車両借上に係る

経費 

エルビル－スレイマニア間を車両で移

動し、各都市に滞在する予定であること

から、車両の運転手及び警備員の宿泊

費・日当が必要となる。宿泊費・日当も

提示されている単価に含まれていると

考えてよいか。含まれていない場合、別

見積にて計上することでよいか。 

 運転手・警備員の日当・宿泊費は、左記のペ

ージに記載の単価には含まれていないため、見

積書（別見積）にて計上してください。 

 見積書（別見積）における、運転手・警備員

の日当・宿泊費の単価は、暫定的に調査団員（標

記案件の業務実施契約の業務従事者）の日当・

宿泊費と同額としていただいても結構です。 

 ただし、契約交渉において、イラク事務所か

ら提供される最新の単価情報等に基づき、これ

ら単価の妥当性を確認のうえ、金額の調整を行

う可能性がありますので、その点はあらかじめ

ご承知おきください。 

2 ―― イラク出入国時に、スレイマニア国際空

港を使用してもよいか。 

 スレイマニア国際空港を利用する前提で見

積を作成いただいて構いません。 

 ただし、実際の渡航時における、イラク出入

国時の同空港利用可否は、その時点での治安状

況を踏まえて別途判断します。 



通番号 当該頁項目 質問 回答 

3 企画競争説明書 p.21  

第４ 業務実施上の条件 

１．業務工程（案） 

（１）の 3段落目 

「プロポーザル作成にあたって

は、暫定的に 2020 年 8 月に

現地調査を行う前提で業務

日程を提案すること。」 

 

及び 

 

企画競争説明書 p.9 

第２ プロポーザル作成に係る

留意事項 

１ プロポーザルに記載される

べき事項 

（２）業務の実施方針等 

１）業務実施の基本方針 

「※１）と２）を併せた記載

分量は、２０ページ以下と

してください。」 

――――  プロポーザル及び見積書は、企画競争説明書

に記載のとおりの現地調査時期を想定して作

成ください。 

 

 一方で、本件の公示以降の状況判断として、

JICAでは2020年9月末までは現地との人の往

来は難しいということも現時点では想定して

おり、その旨を今週より複数回開催中の「新型

コロナウイルス蔓延を受けた実施中案件の取

扱いにかかる説明会」にてご説明しているとこ

ろですので、現地渡航が 2020 年 10 月以降に

なった場合に、現地渡航前に実施可能な国内業

務についても提案があれば記載ください。 

 なお、こちらの提案につきましては、左記の

制限ページ数外とします。 

以 上 


